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C－71 面俤服輦（/釘S～/8 6吽べh /no年代琲みるずずA ソ・載断・縫製の傾向

　　　文化そ大衆,政　りヽ丸Si子　高塚十恵子

　目的　昨年は/?ぶ～/?和年ｲXの凶群賑蓼史料について発象をしね．今回は引き続き/吋5

～/^μ年バと/涙茸べの面縛啄筆史料（大石あ,面鯖式会社所蔵）の調査右折研究をしたの

でそり敗零吉報告する．

　方法　ますｲ乍品をr"ずﾉfン（形?l. ･素材・色物・蜘

し, 共^§ヽや碑徴り由出して史的考察乞加えた．

　μ釆　･デずAン　n巧～/2 6）年代の縁装の特徴a, ウI- み卜はでt るだけ如く脹らA.

だスカートのクリノリン衣裳でl，肩はドロッアショルダー, =差の裾は前憧中心r媛角に

誉れ，うエーストの湘さを強調したものがみられる. スカート引よ曳ぎ裾や2収舎ねのスカ
ートもある．/BS･年代はウェストボ如く棟ろ腰を賑うませね/トスル家業で｀ある．素材･ま

いレクのタフ私　ヵVミヤ, レースなどのほか，1 筏の家業に素材の異なる卸を粗みを力

せ二犯り,同色で異貴材の絃み合か也もみられる. 筆御ぶレース飾リ，卜いンワ;布肇飾

％　ビフfツ7, ？つ1,プリーツ, 剰繍tf t'である．

　　喇鰐　両年れヒも身壇の裁断は切望え稗ヒダーVでウェーストを加め，袖は腕lりった

2教袖である. クリ) リン衣ﾉ象のスカートはギャグーとデII ーヽｿでたフポりした裾まわり

£出し, ノリスル家書の後ろ腰の脹らみは璋いアI) ーヽｿて｀゛州乍っている.

　　゜蛙製　身墳のμ血て方｛よ艶のある綿々を続巣打ちし, r-ツや脇悼いB にポ゛－ソカ＼">.

つ1いる．スカートには時計不゜ケ・ツトやジームオ?ケットがある．クリノ＼) ンのオーハ'－ス

n ートの集面に了-ﾌﾟがついていて, 鮮んでスカートをた乙し-t.げるμ粒今になっている．

C－72 茲洙りte靭妬( ヤjS,収）　一fc:"/レマの辣捧少フりて―
　　　抜吼ヤ学！細大　　　　　　　　　　^刈痛

　目的現戎釦sir－鳶占呼ぶもりst, 昶侶か肺属枇く幕合ﾀﾞ栗東r・あ'･, 屑栄昨り

標rあフて, 全く架脚妬々れ制服/fりれTヽヽ3．しかし，ｲﾝﾄﾞ丿努靫か贈め5ポた
時　μ

Γ

4

・ｚ衣Ｊと呼ｒれて4削レr 11 3ビルマ僧りμt触iにり八？．粟刄本東
り

　方残　n石iｷ･り

･ﾚﾏみrl筰レひ ,5, ^･永・碑，慧製･^輩わ;i陳レ，箱善き受けがスキ
販も

　姑粟り　サンかーチイSaflihdLii　^t伽梨　ウヽ'9 7 ーfンがuttdL函・n2c.參ﾀ刄

販ii^^^n布rﾀ際ド地髪レ仁．

　姑粟り　サンかーチイSaflihdLii　^t伽梨　ウヽ' 9 7 ーfンがuttdLrS.sa.ngcL 參ﾀf^^i

アンタラゲアーサ1i <inta.rd＼/a.5球a、ヰ陀象の＆永祀あ'J,ア> タラ外－すかま
びり覆う剔に｀わ，ウツりづンカ樋船神秘祠･-kね，^ンf'ーり

ば外衣恥噂輿いべ町りれて丿3

　U) ''a'ーり集”3^冷集莫杷の錨蔵･こ仇φヽれたゑリト余泰^ ゛軒．

「作衣，｢゛沸．かl>ラ心配

平

作衣，「｀璋．がちラ*^μ，　　”

'^■■^以･^・帑刄･貳釦･屏典＼・拓された第裟り形態%今i･^岐にい5ふ服で方り
面橘靫;^、り殖犀りμ･|す５こ.り咄未yi．




